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JCOSMOS は、実施されつつある複数コ
ホートの統合解析に向けた取り組みです。
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◆これまでの研究のデータを統合するために、国立がん

研究センターがん研究開発費による次世代多目的コホート

研究（JPHC-NEXT）と文部科学省科学研究費新学術領域

研究による日本多施設共同コホート研究（J-MICC）で用

いられた調査票や生体試料など

の情報を統合するための

妥当性を検討する研究を

行っています。

◆約 20 年の追跡期間をもつ多目的コホート研究で

2011 年 12 月から新たに開始された JPHC-OMICS

研究の保存試料を用いて、ゲノムコホートにおける

よりよい研究方法を探るための予備的検討を行って

います。
◆これから研究を新しく開始するときに、企画の

モデルとなる標準的なプロトコールを作成します。

「次世代多目的コホート研究プロトコールの高知県

安芸市での実施」の中で、よりよい研究方法につい

て検討しています。

※2012 年度より、高知県安芸市、茨城県筑西市などにおいて、これからの
ゲノムコホート研究のモデル作りにつながるコホート研究が行われています。
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・微量栄養素
・バイオマーカー

　（遺伝情報【体質】を含む）
・社会経済的要因などに
よる病気の発生率の

違いは？


